
☆
日
田
木
材
協
同
組
合
百
年
を
語
る

明
治
二
十
六
年
大
分
県
で
は
松
、
杉
、
欅
、
栗

な
ど
の
植
林
を
奨
励
し
、
苗
木
の
三
年
生
以
上
に

つ
い
て
は
、
一
，
〇
〇
〇
本
に
つ
き
五
〇
銭
、
六
、

◯
◯
◯
本
以
上
六
◯
、
◯
◯
◯
本
迄
三
◯
銭
、
六

◯
、
◯
◯
◯
本
以
上
一
◯
銭
の
補
助
金
を
出
し
て

い
る
。

ま
た
資
本
金
六
〇
，
〇
〇
〇
円
で
大
分
銀
行
が

創
立
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
こ
ろ
の
九
州
に
お
け
る
主
要
鉄
道

と
し
て
は
鹿
児
島
本
線
は
明
治
二
十
二
年
か
ら
四

年
に
門
司
、
博
多
、
久
留
米
、
熊
本
間
。

長
崎
本
線
は
鳥
栖
、
佐
賀
間
が
、
明
治
二
十
五

年
か
ら
二
十
九
年
に
。
筑
豊
本
線
は
直
方
、
飯
塚

間
。
日
豊
本
線
は
小
倉
、
行
橋
間
が
そ
れ
ぞ
れ
開

通
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
日
田
材
の
販
路

が
拡
張
さ
れ
、
大
川
木
工
業
の
発
展
と
相
ま
っ
て

材
木
の
移
出
は
急
速
に
増
加
し
た
。

そ
の
間
、
陸
路
の
整
備
も
着
々
と
進
み
、
す
で

に
明
治
十
六
年
に
小
野
道
路
が
開
通
。

明
治
二
十
二
年
に
は
車
力
が
出
現
し
、
運
搬
に

一
役
買
う
よ
う
に
な
っ
た
。

〈
次
号
へ
続
く
〉

☆
秋
の
優
良
市

10
月
24
日
、
大
分
県
木
材
青
壮
年
連
合
会
の
協

賛
市
と
し
て
秋
の
優
良
市
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

市
況
は
、
全
般
的
に
強
い
買
い
気
が
み
ら
れ
強

保
合
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。
先
月
か
ら
の
続
く
周

辺
市
場
で
の
優
良
市
や
天
候
の
安
定
に
よ
る
集
荷

増
で
価
格
の
中
だ
る
み
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し

た
が
、
そ
の
心
配
は
一
切
な
く
売
り
手
有
利
な
展

開
と
な
り
ま
し
た
。
直
・
曲
り
材
の
値
差
が
無
く

製
品
動
向
も
以
前
よ
り
回
復
気
味
の
た
め
単
価
の

下
落
は
む
し
ろ
考
え
に
く
い
で
す
。

山
林
の
売
買
は
適
正
価
格
に
て
お
見
積
り
致
し

ま
す
の
で
、
ご
用
命
く
だ
さ
い
。

取
扱
い
材
積
：
一
、
五
六
一
・
一
◯
七
㎥

取
扱
い
金
額
：
二
二
、
七
五
六
、
◯
四
九
円

平
均
単
価

：
一
四
、
五
七
七
円

第
８
回
木
造
建
築
推
進
セ
ミ
ナ
ー

木
造
住
宅
や
中
大
規
模
の
木
造
建
築
の
普
及
を

目
的
に
、
シ
リ
ー
ズ
第
8
回
木
造
建
築
推
進
セ
ミ

ナ
ー
が
10
月
17
日
開
講
し
ま
し
た
。

第
１
回
は
、
「
ウ
ッ
ド
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
ズ
」
「
製
材
品
の
品
質
ー
乾
燥
の
視
点
か
ら
」

と
題
し
、
（
公
社
）
日
本
木
材
加
工
技
術
協
会

会
長

信
田

聡

氏
に
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
セ
ミ
ナ
ー
日
程
】

第
２
回

11
月
10
日
㈮
13
：
30
～
16
：
30

「ZEH

水
準
等
の
法
改
正
に
伴
う
構
造
計
画
の
概
要
」

「
壁
量
計
算
・
柱
の
小
径
に
つ
い
て
」

日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー

技
術
主
任

鈴
木

圭

氏

第
３
回

11
月
17
日
㈮
13
：
30
～
16
：
30

「
木
造
建
築
の
省
エ
ネ
・
温
熱
環
境
設
計
」

足
利
大
学

教
授

齋
藤

宏
昭

氏

第
４
回

12
月
１
日
㈮
13
：
30
～
16
：
30

「
都
市
木
造
ビ
ル
の
現
在
」

「
中
大
規
模
木
造
の
設
計
で
考
え
る
こ
と
」

㈱
ス
タ
ジ
オ
・
ク
ハ
ラ
・
ヤ
ギ

代
表
取
締
役

久
原

裕

氏

木
質
材
料
や
構
造
設
計
等
を
学
び
、
多
様
な
木

造
建
築
の
習
得
を
目
指
す
建
築
設
計
士
・
木
材
産

業
人
を
対
象
に
、
専
門
講
師
に
よ
る
実
践
的
な
座

学
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
皆
様
も
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

☆
大
分
県
西
部
地
域

林
業
労
働
安
全
対
策
連
絡
協
議
会

事
業
所
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

本
年
度
、
第
2
回
目
の
製
材
業
の
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
11
日
に
は
、
東
栄
木
材
㈱
、
㈾
末
金
製
材

所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
方
々
も
災
害
防
止
の
た
め
、
製
材
機

や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
点
検
、
整
理
整
頓
を
お
願

い
し
ま
す
。

☆
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（Bu

si
n
e
s
s
C
o
n
t
i
n
u
i
t
y
P
l
a
n

）

事
業
継
続
計
画
の
研
修
会
に
つ
い
て

10
月
27
日
に
中
央
会
主
催
で
、
事
継
舎
の
佐
藤
先

生
を
講
師
に
計
画
作
成
の
入
り
口
に
つ
い
て
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

組
合
員
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
自
然
災
害
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

発
生
し
た
場
合
、
い
ち
早
く
工
業
を
再
開
す
る
こ

と
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
経
営
者
は
常

に
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
思
い
を
社

員
全
員
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
目
的
が
達
せ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
大
地
震
や
火
災
が
発
生
し

た
ら
人
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
、
ど
の
よ
う
に
行
動

す
れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
日
頃
か
ら
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
自
分
が
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
ば
よ
い
か
考
え
て
お
く

こ
と
は
重
要
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

計
画
は
、
企
業
力
を
強
化
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、

経
営
に
不
可
欠
な
人
材
の
育
成
、
事
業
を
継
続
す

る
た
め
の
「
経
営
戦
略
」
で
も
あ
る
と
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
計
画
を
作
成
す
る
希
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
お
知
ら
せ

◯
日
田
市
政
功
労
者

11
月
3
日
、
文
化
の
日
に
て
、
㈲
安
心
院
製
材

所

会
長

安
心
院

剛

様
が
日
田
市
政
功
労

者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

◯
令
和
五
年
度

木
づ
か
い
促
進
事
業

木
づ
か
い
促
進
事
業
の
本
年
度
予
算
が
、
10
月

20
日
に
て
終
了
し
ま
し
た
。
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ

れ
ま
し
た
住
宅
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◯
外
国
人
技
能
実
習
制
度

技
能
実
習
制
度
に
つ
き
ま
し
て
、
製
材
業
が

「
機
械
製
材
作
業
」
で
受
け
入
れ
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
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